
 

 
 
 
 

 

 ● 県内で農作業中に発生した事故により亡くなった方

の人口当り数は交通事故により亡くなった方の 数 

倍以上と極めて深刻な状況です。 

● この背景には主産業の果樹栽培は高所作業が多く、転

落の危険性が高いことや農家の高齢化が進むと操作

ミスが多くなりやすいこと等があります。 

● 事故防止のためには、作業環境の見直し、農業機械の

十分な理解、余裕のある農作業実施等の対応が重要で

す。 

● さらに状況に応じてシートベルトやヘルメットの着

用、熱中症防止への配慮等も必要です。 

● 近年、５月上旬に現地園をまわっていると時々うどんこ病の発生園を見かけます。 

４月の落花期以降の幼果の表面に小さな白色の病斑が現れ、３～４cm 程度まで拡大

し、病斑上には白いカビが生じます。 

● 収穫期まで病斑が残ると周辺部がやや赤みを帯びたままになり、果実品質は大きく低 

下します。 

● 落花期に天候不 

順が続き、湿度 

が高いと発生し 

ます。４月中下 

旬は灰星病（花 

腐れ）の感染期、 

５月上旬は黒星 

病の感染期と重 

なるので、効率 

的に防除薬剤を選択しましょう。 

 

モモのうどんこ病発生に注意 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

 

農作業事故発生防止のために 

図 ＳＳ（スピードスプレイヤー）の 
運転は慎重に！！ 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨 県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 薬剤名 黒星病 灰星病
うどん
こ病

インダーフルアブル ◯ ◯ ×
オンリーワンフロアブル ◯ ◯ ◯
ベルクートフロアブル ◯ ◯ ×
ベルクート水和剤 ◯ ◯ ◯
アミスター10フルアブル ◯ ◯ ×
ファンタジスタ顆粒水和剤 ◯ ◯ ×
フルーツセイバー ◯ ◯ ◯
パレード15フロアブル ◯ ◯ ◯

E コナケシ顆粒水和剤 × ◯ ◯

表 黒星病・灰星病・うどんこ病防除剤（JA全農山梨）
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